
日本海溝から採集されたツリガネボヤ属１種の生態
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日本海 潮の陸 側斜面における｢ かいこ う｣ に よる潜眺 調査(Ｋ良S14)717qUg.1) におい て福島県常盤沖 の水深5.784m からツ リガ ネ

ポヤ癘 の １鎚cIJc ㎡・sP. を観察・採集 した．＊ 種は 深 海底にお いて，細 長い 柄部でほぽ 皿直に 海底面|こ圃 着してい た． 圃定標 本の精

査によ り ，これま でに 扣梭 湾や紀 伊水道より 報告 されているツI亅ガネポヤとは別 種であ ること が判明し た．また ．同一海峨 から シロボ

ヤ属のｌ 殘 ぶrｙojisｐ.1 農体が 採集さ れた．

In  situ observation of an ascidian Culeolus sp. from the Japan Trench.

Takashi KURAMOCHI  *6 Teruaki NISHIECAWA  *' Mutsuo HAtTOfU  *8

Yasumitsu KANIE  ･9 Kazumi AK1MOTO  "10

On  the land slope-side of the Japan  Trench, using the "  K A! KO"  (K  R98-0?  *79  Leg. 1). O-bolus  sp. was  observed  and sampled  from  a depth of

5,784  m  ofFFukushima  Prefecture in Japan  Trench, fhc  eoJlccied specimen  proved  deficient from CvteofasherdmonitG  for recorded from  Saganii

Gay  and (he Kii Siraa. A  specimen  of5c>?*0$p  was  alsoeolleetcd nearby.

Keywords;  Ascidiacei  Culeoius, Habilat, Japan  Trench
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1. は じ め に

福 島 県 常 磐 沖 の 日 本 海 潮 の 陸 側 科 面 にお い て 海 祥 科

孝 技 術 セ ン タ ー の 無 人 潜 水 艇 「か い こ う 」 及 び ． 支 扱

母 船 「か い れ い 」 を 用 い た 潜 航 調 査（KR98- ｛y787911S･

1｝でツ リ ガ ネ ポ ヤ属 の １種 を 観 察 ・ 採 集 し た ．

深 海 性 大 型 生物 の 生態 や 生 息 蜀 境 に 関 す る 報 告 例 は ，

シ ロ ウ リ ガ イ 黷な ど の化 学 合 成 生 物 群 象 を 構 成 す る 特

定 瞿 を 除 い て多 く み ら れな い ． 特 に ホ ヤ 頬 に つ い ては

き わ め て 少な い ． 本 躙 査 にお い て 観 察 さ れ た 深 海 底 に

お け る ツ リガ ネ ポ ヤ 屁 の ｌ 種 Ｃｌｊｅａｉｊｓｓp.の 生態 お よ

び ， 採 襲 さ れ た 標 本 の 形 態 記 載 を 報 告 す る ．

2. 標本の記畷

ツリガネポヤ驥の１種 ａｉａｊｕｓｓp･(FiSｓ.1-3)

産地:36' 23'86.72" Ｎ，丁4ず45159.96' Ｅ. 水探5,71嵋ｍ

(福島県常磐沖)

彫態：本体はII』扁した円筒形で．長さ68m ・，左右の

輻22m 『・，背馥の高さ35  rain*本体の前端部から前方

に細長く伸びる黒褐色の柄部は長さ約365  turn, 大径

３ｓ－で，末端部には海底面の砂霾が付着． 柄部は入水

孔の殷方で本体鰒正中に接読後，餃面にある被嚢中を

そのまま後方( 入水孔と反対方向) に伸長して本体中

央にいたる． 被嚢は白色であるが，被嚢表面に蒔褐色

から黄色を呈する微小突起が密に分布するため,･一本体

は茶褐色を帚ぴる． 入水孔は大きく開き，樹状に分岐

した大小多数の触手が翻出．出水孔は体後端付近の背

面に，入水孔とほぽ同碍で横長に大きく関口．ここか

ら鰓嚢の一部が訖出し，また肛門と直腸の一部が認め

られる．出水孔の鷏側方から後腹方に向かって披嚢が

稜線状lこごく低く隆起し，縢正中でつながって，背面

に鬪いたＵ字型となる．鰓褶は各剛に６． 生舶腺は各

側に３を数え．左側の１つは蔔環内にある．１個体を

採集した．

比鮫：これまで日本近海から記録されているツリガネ

ボヤ属としては，相模湾の城ヶ鳥西南沖水深400m ，

及ぴ和歌山県白浜沖紀伊水辺から採集されたツリガネ

ポヤQje ㎡'u$ he㎡ｓｓjSLlj 】TERがある．冰槌は.（i）柄

部が本体に接続後，被嚢中を前方（入水孔方向）に向

かって 帥長し，②鰓褶は各側４であり，③生殖腺は各

個112を数え，左側のものは２つとも腸環内にある（時

岡，1953 ）’･.これらの特徴によってツリガネポヤと今

回の標本は明確に区別される．

a. 生態観察と生息環境

本調査では水濠5,726～5,792m の海底を約２時間に

わたり探索した結果，ツリガネポヤ属の１種と恩われ

る６個体が観象された．いずれの翻体も，細粒砂から

砂礫底の海底に点在して単独で生息し．岩砥底からは

観察されなかった．細長い柄郎でほぽ垂直に海底面に

固着し．本体の重みにより，柄郁は弧を描くようにし

なっていた．無人潜水俄のモニターによる目視観察で

j?

は．この他，わずかな個体数の遊泳性ナマコ類が硯案

されたのみであった．

探集したツリガネポヤ属の１種は，砂礫底の海底に

存在するボケット獸の細粒砂底に生息しており，周囲

の礫岩は，すべてマンガンによりコーテングされたか

んらん石玄武岩塊であった．採集時に本体にわずかな

ゆらぎがみられたが，これは本種が自発的に動いたも

のか，物理的な萋因によるものかは不明である．モニ

ターによる観来では．本体は薄橈色で，柄部は褐色で

あった．また，入水孔から，花弁状の触手が突出し．

わずかにゆらいでいるのを覿察したが，これが摂櫚行

動|こ当たるかどうかは不明である．

本欄本は，マニュピュレーターにより柄部を擴んで

採集した瞭，柄郎の末端郎に直径約２ａｌの洵底面の砂

鏗を付着させたまま容易に海底から離脱した．採集地

点の底質は梅底に砂が約3c 躙堆積し，その下は細樫で

あった．採集標本の柄部末端に櫪が付着していること

から，柄部末端は下部の簾翩翩まで達していたと考え

られる．

なお，本標本とほぽ同じ海域からシロボヤ属のｌ種

Ｓりvela
 sp. l個体が

採集されたが，生態観察は行わな

かった．
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